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(54)【発明の名称】 超音波組織溶着装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、体内に異物を残さず、且つ安価に生
体組織の吻合を行うことができるとともに、小型の超音
波組織溶着装置を提供することを最も主要な特徴とす
る。
【解決手段】超音波振動子６から出力されるねじり振動
の超音波振動を超音波プローブ７を介して先端部側に伝
達し、ジョー９を超音波プローブ７の先端面に対して相
対的に開閉動作させることにより、生体組織にねじり振
動エネルギーを与えて生体組織の内部で自己発熱を起こ
させ、キャビテーションの影響を発生させることなく生
体組織同士を溶着させるものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ねじり振動を発生する超音波振動子と、
この超音波振動子に基端部が接続され、該超音波振動子
で発生するねじり振動を先端部側に伝達する振動伝達部
材と、
この振動伝達部材の先端面に対して相対的に開閉動作す
るジョーとを具備することを特徴とする超音波組織溶着
装置。
【請求項２】  ねじり振動を発生する超音波振動子と、
この超音波振動子に基端部が接続され、該超音波振動子
で発生するねじり振動を先端部側に伝達する振動伝達部
材と、
この振動伝達部材の先端部に設けられ、伝達される振動
エネルギーによって処置対象組織を処置する第１の把持
部と、
この第１の把持部に対峙して回動自在であり、前記第１
の把持部との間で生体組織を把持する第２の把持部とを
具備することを特徴とする超音波組織溶着装置。
【請求項３】  管状組織の内部に挿通される挿通部の先
端部に、超音波振動が伝達される円柱状振動部材を設け
ると共に、この円柱状振動部材の円周面で凝固溶着を行
う超音波組織溶着装置において、
前記超音波振動を発生する超音波振動子はねじり振動を
発生するねじり振動子であることを特徴とする超音波組
織溶着装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば、血管や腸
管などの管状組織等を凝固・溶着して接合する処置を行
う超音波手術器具である超音波組織溶着装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、臓器移植手術の増加や心臓血管手
術の発達に伴い、血管や腸管などの生体組織を吻合する
処置が多くなっている。また、ロボティック技術の医学
への応用が進み、ロボティック処置具で手術を行うこと
も行なわれている。
【０００３】従来より、血管や腸管などの生体組織を縫
合する場合には、通常次のような方法が使われている。
第１の方法は、針と糸を使用する方法で、これは糸を針
に装着して吻合したい生体組織の両側に針を通し、そこ
に糸をかけることで吻合したい組織面を引き合わせた
後、糸を縛り生体組織を吻合する。この方法は、外科医
の好みに合わせた吻合が可能で、一針づつ縫合するた
め、細かな生体組織の吻合が可能である。
【０００４】また、第２の方法としては、自動縫合器と
呼ばれる器具を用いて組織を吻合する方法であり、それ
ぞれの吻合したい生体組織に合わせたステープラを打ち
込んで縫合するものである。この方法は、吻合手技を容
易にするため、ロボティック処置にも応用可能である。
【０００５】また、特開平１１－１０４１４３号公報
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や、特開２００１－７９０１４号公報には、超音波やレ
ーザーなどのエネルギーを用いた吻合装置が示されてい
る。さらに、医療の分野におけるこの超音波エネルギー
の応用例としては、超音波メスがある。そして、この超
音波メスでは超音波エネルギーを利用して把持した生体
組織に切開及び凝固を行うことが出来る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】従来行われている針糸
やステープラなどを使用する吻合方法では、いづれもメ
リットはあるが、体内に針糸やステープラなどの異物を
残す問題がある。そのため、特にステープラは術後に、
ＭＲＩ検査時にステープラ位置の正確な画像が得られな
いなどの支障がでるという問題がある。さらに、糸やス
テープラなどの消耗品を使用するので、費用がかかって
しまう。
【０００７】超音波やレーザーなどのエネルギーを用い
た吻合装置では針糸やステープラなどを使用する吻合方
法での上記問題を解決することができる。ここで、超音
波振動の応用方法の一例として、図８（Ａ）に示すよう
に、縦振動を応用する方法がある。ここでは、超音波振
動子ａに基端部が接続されたホーンｂの先端部に連結さ
れた超音波プローブｃの先端部が生体組織Ｈに対して略
垂直に当接されている。
【０００８】この場合、超音波振動子ａからホーンｂを
経て超音波プローブｃに伝達される超音波振動の振動方
向は生体組織Ｈに対して縦方向になる。そのため、この
装置を生体組織Ｈの溶着に応用しようとする場合、超音
波振動している超音波プローブｃの先端部にはキャビテ
ーション現象が発生し、溶着しようとする生体組織Ｈを
貫通してしまうおそれがある。
【０００９】また、他の超音波振動の応用方法として、
図８（Ｂ）に示すように、横方向の振動を応用する方法
がある。ここでは、超音波プローブｃの先端部に超音波
プローブｃの軸方向と略直交する方向に延出された振動
方向変換器ｄが連結されている。そして、この振動方向
変換器ｄの一端部が生体組織Ｈに対して略垂直に当接さ
れている。
【００１０】この場合には超音波プローブｃに伝達され
る超音波振動の縦方向の振動方向が振動方向変換器ｄに
よって横方向の振動方向に変換された状態で生体組織Ｈ
に伝達される。この方法によれば、キャビテーション現
象に影響されないため、生体組織Ｈの溶着に有利である
が、振動方向を変換する振動方向変換器ｄが必要であ
り、装置が大型化してしまうという問題がある。
【００１１】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、血管や腸管などの組織を短時間で、且
つ確実に吻合することができ、吻合部分に糸やステープ
ラなどの異物を残さずに組織同士を溶着することができ
る小型の超音波組織溶着装置を提供することにある。
【００１２】



(3) 特開２００３－６１９７３

10

20

30

40

50

3
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、ねじ
り振動を発生する超音波振動子と、この超音波振動子に
基端部が接続され、該超音波振動子で発生するねじり振
動を先端部側に伝達する振動伝達部材と、この振動伝達
部材の先端面に対して相対的に開閉動作するジョーとを
具備することを特徴とする超音波組織溶着装置である。
そして、本請求項１の発明では、ジョーを振動伝達部材
の先端面に対して相対的に開閉動作させ、振動伝達部材
の先端面とジョーとの間で生体組織を把持させた状態
で、超音波振動子から出力されるねじり振動の超音波振
動を振動伝達部材を介して先端部側に伝達し、生体組織
にねじり振動エネルギーを与えることにより、生体組織
の内部で自己発熱を起こさせ、キャビテーションの影響
を発生させることなく生体組織同士を溶着させるように
したものである。
【００１３】請求項２の発明は、ねじり振動を発生する
超音波振動子と、この超音波振動子に基端部が接続さ
れ、該超音波振動子で発生するねじり振動を先端部側に
伝達する振動伝達部材と、この振動伝達部材の先端部に
設けられ、伝達される振動エネルギーによって処置対象
組織を処置する第１の把持部と、この第１の把持部に対
峙して回動自在であり、前記第１の把持部との間で生体
組織を把持する第２の把持部とを具備することを特徴と
する超音波組織溶着装置である。そして、本請求項２の
発明では、振動伝達部材の先端部の第１の把持部と第２
の把持部との間で生体組織を把持させた状態で、超音波
振動子から出力されるねじり振動の超音波振動を振動伝
達部材を介して先端部側に伝達することにより、生体組
織にねじり振動エネルギーを与えて生体組織の内部で自
己発熱を起こさせ、キャビテーションの影響を発生させ
ることなく生体組織同士を溶着させるようにしたもので
ある。
【００１４】請求項３の発明は、管状組織の内部に挿通
される挿通部の先端部に、超音波振動が伝達される円柱
状振動部材を設けると共に、この円柱状振動部材の円周
面で凝固溶着を行う超音波組織溶着装置において、前記
超音波振動を発生する超音波振動子はねじり振動を発生
するねじり振動子であることを特徴とする超音波組織溶
着装置である。そして、本請求項３の発明では、管状組
織の内部に挿通される挿通部の先端部の円柱状振動部材
にねじり振動子の超音波振動子からねじり振動の超音波
振動を伝達させ、この円柱状振動部材の円周面でねじり
振動の超音波振動によって凝固溶着を行うようにしたも
のである。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１を参照して説明する。図１は本実施の形態の超音
波組織溶着装置１全体の概略構成を示すものである。こ
の超音波組織溶着装置１には、ピンセット型の処置具を
形成しているハンドピース２と超音波ジェネレータ３と
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が設けられている。
【００１６】また、ハンドピース２には、略Ｖ字形状の
ピンセット部材４が設けられている。このピンセット部
材４には基端部が回動部５を中心に回動自在に連結され
た棒状の２つの把持部４Ａ，４Ｂが設けられている。一
方の第１の把持部４Ａの先端部側にはねじり振動発生用
の超音波振動子６と超音波プローブ（振動伝達部材）７
とからなる超音波ユニット８が接続されている。ここ
で、超音波振動子６のねじり振動は回転軸の２点間で相
対的な角変位の変動が発生する超音波振動である。さら
に、他方の第２の把持部４Ｂの先端部にはジョー９が配
設されている。このジョー９は超音波プローブ７の先端
部に対して離間対向配置されている。
【００１７】また、ピンセット部材４の２つの把持部４
Ａ，４Ｂの基端部間には回動部５の近傍位置に略Ｕ字状
の板ばね部材１０が配設されている。そして、ピンセッ
ト部材４は、板ばね部材１０のばね力によって把持部４
Ａと把持部４Ｂとの間が先端側が開く方向に付勢された
状態、即ち超音波プローブ７の先端部とジョー９との間
が開状態で保持されるようになっている。この状態で、
ピンセット型のハンドピース２を術者が保持して２つの
把持部４Ａ，４Ｂの先端側間を閉じる操作をすることに
より、超音波プローブ７とジョー９との間に生体組織を
挟み込む状態で生体組織を把持することができるように
なっている。
【００１８】また、超音波ジェネレータ３には、フット
スイッチ１１が接続されている。そして、このフットス
イッチ１１によって超音波振動子６からの超音波発振の
オン・オフ操作が行われるようになっている。
【００１９】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態の超音波組織溶着装置１の使用時にはピン
セット型のハンドピース２を術者が保持して２つの把持
部４Ａ，４Ｂの先端側間を閉じる操作をすることによ
り、吻合したい生体組織同士を超音波プローブ７とジョ
ー９との間に挟み込む。このとき、適度な力量で挟み込
んだ状態で生体組織を把持する。
【００２０】その後、フットスイッチ１１をオン操作
し、超音波振動子６からねじり振動の超音波振動を発振
させる。このとき、超音波振動子６により発生したねじ
り超音波振動が超音波プローブ７に伝達され、この超音
波プローブ７の先端の作用面にてねじり振動が発生す
る。これにより、超音波プローブ７の先端の作用面とジ
ョー９の生体組織との当接面との間で挟まれた２つの生
体組織の接合部分にねじり超音波振動のエネルギーが２
つの生体組織同士を擦るような方向で加わるので、生体
組織の接合部分が凝固・溶着され、吻合が完了する。
【００２１】その後、フットスイッチ１１を切って超音
波振動子６からの超音波振動の発振を停止する。続い
て、次の溶着部分の作業に入る。これと同様の操作を吻
合に必要な分だけ繰り返す。
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【００２２】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態の超音波組織溶着
装置１によれば、ジョー９を超音波プローブ７の先端面
に対して相対的に開閉動作させ、超音波プローブ７の先
端面とジョー９との間で生体組織を把持させた状態で、
超音波振動子６から出力されるねじり振動の超音波振動
を超音波プローブ７を介して先端部側に伝達し、生体組
織にねじり振動エネルギーを与えることにより、生体組
織の内部で自己発熱を起こさせ、生体組織同士を溶着さ
せることができる。このとき、生体組織に対して縦方向
の超音波振動が印加されないため、生体組織はキャビテ
ーションによる破壊が発生せず、凝固・溶着の作用のみ
を生体組織に与えることができる。そのため、血管や腸
管などの組織を短時間で、且つ確実に吻合することがで
き、吻合部分に糸やステープラなどの異物を残さずに組
織同士を溶着することができる。
【００２３】また、図２および図３は本発明の第２の実
施の形態を示すものである。本実施の形態は第１の実施
の形態（図１参照）の超音波組織溶着装置１のハンドピ
ース２とは異なる構成のハンドピース２１を設けたもの
である。
【００２４】すなわち、本実施の形態のハンドピース２
１には、超音波振動子ユニット２２が設けられている。
この超音波振動子ユニット２２には、ねじり振動を発生
する超音波振動子２３とこの超音波振動子２３で発生し
た超音波振動を増幅するためのホーン２４とが内蔵され
ている。この超音波振動子２３は、コード２５を介して
第１の実施の形態と同様に電気エネルギーを供給するジ
ェネレータ２６に電気的に接続されている。このジェネ
レータ２６には、フットスイッチ２７が接続されてい
る。
【００２５】また、ホーン２４には、これによって増幅
された超音波振動を伝達する棒状の振動伝達部材として
のプローブ２８が接続されている。このプローブ２８の
先端部には、生体組織を把持して処置するための第１の
把持部２９が形成されている。
【００２６】また、プローブ２８の略中央部には、軸体
３０を介してジョー３１が回動可能に連結されている。
このジョー３１の先端部には、プローブ２８の第１の把
持部２９との間で生体組織を把持するための第２の把持
部３２が配設されている。さらに、ジョー３１の基端部
には手の親指を引っ掛ける指掛け部３３が設けられてい
る。そして、超音波振動子ユニット２２を一方の手で保
持し、その手の親指をジョー３１の指掛け部３３に引っ
掛けた状態で軸体３０の中心軸を中心にジョー３１を回
動操作することにより、プローブ２８の第１の把持部２
９とジョー３１の第２の把持部３２との対向部間を図２
中で矢印Ａの方向に閉位置と開位置との間で開閉操作す
ることができるようになっている。
【００２７】また、本実施の形態では図３に示すよう
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に、第１及び第２の把持部２９、３２は、生体組織の外
周面に略沿うように湾曲形状をなしている。尚、各把持
部２９、３２の表面には、生体組織を保持するための凹
凸部材が配置されても良い。
【００２８】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態の超音波組織溶着装置１の使用時には、ま
ず、超音波振動子ユニット２２を一方の手で保持し、そ
の手の親指をジョー３１の指掛け部３３に引っかける。
この状態で、図３に示すようにプローブ２８の第１の把
持部２９を吻合する一方の管状組織Ｈ１の外壁に沿わせ
ると共に、ジョー３１の第２の把持部３２を吻合させる
他方側の管状組織Ｈ２の外側に沿わせる。
【００２９】続いて、例えば、ピンセットのような処置
具の把持部によって各管状組織Ｈ１，Ｈ２の端縁部Ｈ１
ａ，Ｈ２ａを捲り上げた状態で、ジョー３１と超音波振
動子ユニット２２を閉じる方向に操作する。この操作に
よって第１の把持部２９の把持面２９ａと第２の把持部
３２の把持面３２ａとの間で各管状組織Ｈ１，Ｈ２の端
縁部Ｈ１ａ，Ｈ２ａの捲り上げ部分を挟み込む状態で、
ジョー３１と超音波振動子ユニット２２との間で各管状
組織Ｈ１，Ｈ２の端縁部Ｈ１ａ，Ｈ２ａの捲り上げ部分
を把持する。
【００３０】その後、この状態で、フットスイッチ２７
を操作してジェネレータ２６を駆動する。これにより、
ジェネレータ２６によって発生した電気エネルギーがコ
ード２５を介して超音波振動子２３に伝達され、ねじり
振動エネルギーへと変換される。
【００３１】この振動エネルギーは、ホーン２４によっ
て増幅されてプローブ２８に伝達され、プローブ２８の
先端部に位置する第１の把持部２９に供給され、図２中
に矢印Ｂで示す方向のねじり振動が発生する。これによ
り、第１の把持部２９の把持面２９ａと第２の把持部３
２の把持面３２ａとの間で摩擦熱が発生し、第１の把持
部２９の把持面２９ａと第２の把持部３２の把持面３２
ａとの間に把持されている各管状組織Ｈ１，Ｈ２の端縁
部Ｈ１ａ，Ｈ２ａの捲り上げ部分が凝固・溶着される。
同様の作業を各管状組織Ｈ１，Ｈ２の周方向に沿って複
数箇所で繰り返すことで、管状組織Ｈ１，Ｈ２間の吻合
が完了する。
【００３２】そこで、本実施の形態によれば、超音波組
織溶着装置１の使用時には第１の把持部２９の把持面２
９ａと第２の把持部３２の把持面３２ａとの間に把持さ
れている各管状組織Ｈ１，Ｈ２の端縁部Ｈ１ａ，Ｈ２ａ
の捲り上げ部分にねじり振動エネルギーを与えることに
より、生体組織の内部で自己発熱を起こさせ、各管状組
織Ｈ１，Ｈ２の端縁部Ｈ１ａ，Ｈ２ａの捲り上げ部分同
士を溶着させることができる。このとき、各管状組織Ｈ
１，Ｈ２の端縁部Ｈ１ａ，Ｈ２ａの捲り上げ部分に対し
て縦方向の超音波振動が印加されないため、各管状組織
Ｈ１，Ｈ２の端縁部Ｈ１ａ，Ｈ２ａの捲り上げ部分はキ
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7
ャビテーションによる破壊が発生せず、凝固・溶着の作
用のみを生体組織に与えることができる。そのため、血
管や腸管などの組織を短時間で、且つ確実に吻合するこ
とができ、吻合部分に糸やステープラなどの異物を残さ
ずに組織同士を溶着することができる。
【００３３】さらに、本実施の形態では特に、腸管や、
血管などの管状組織Ｈ１，Ｈ２間の凝固吻合を管状組織
Ｈ１，Ｈ２の形状に合わせた形で行うことが出来るの
で、吻合のための処置時間を短縮し、処置を簡略化する
ことができる。
【００３４】また、図４乃至図６は本発明の第３の実施
の形態を示すものである。本実施の形態の超音波組織溶
着装置４１には、超音波振動子に電気エネルギーを与え
る超音波ジェネレータ４２と、この超音波ジェネレータ
４２から超音波振動子に電気エネルギーを供給するため
の電力供給コード４３と、このコード４３の先端部に接
続されたねじり振動を発生する小型のねじり振動子４４
とが設けられている。なお、ジェネレータ４２には、フ
ットスイッチ４５が接続されている。
【００３５】さらに、小型のねじり振動子４４には、図
５に示すように、電気エネルギーを超音波振動に変換す
るための振動素子４６と、この振動素子４６に接続され
た円柱状のホーン４７とが設けられている。
【００３６】また、本実施の形態の超音波組織溶着装置
４１では図６に示すように略ハサミ型の締め付け器４８
が組み合わせて使用される。この締め付け器４８には２
つの回動アーム４９，５０が設けられている。これらの
回動アーム４９，５０は略中央部分が交差され、この交
差部分に回動ピン５１が連結されている。
【００３７】また、各回動アーム４９，５０の先端部に
は略半円形状の円弧状圧着部５２，５３がそれぞれ形成
されている。さらに、各回動アーム４９，５０の基端部
にはハンドル５４，５５が設けられている。なお、各回
動アーム４９，５０の円弧状圧着部５２，５３は小型振
動子４４の円柱状のホーン４７と対応する形状に形成さ
れている。
【００３８】次に、上記構成による本実施の形態の超音
波組織溶着装置４１の作用について説明する。本実施の
形態の超音波組織溶着装置４１の使用時には、図５に示
すように、血管や腸管などの２つの管状組織Ｈ１，Ｈ２
の端縁部を突き合わせた部分に小型のねじり振動子４４
と電力供給コード４３とが挿入された状態にセットされ
る。
【００３９】この状態で、２つの管状組織Ｈ１，Ｈ２の
端縁部を突き合わせた部分には、外側から締め付け器４
８の円弧状圧着部５２，５３がセットされる。この時、
ハンドル５４，５５を閉じることによって、圧着部５
２，５３により２つの管状組織Ｈ１，Ｈ２を突き合わせ
た部分が小型振動子４４の円柱状のホーン４７の外周部
に押圧される。
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【００４０】続いて、ジェネレータ４２から小型振動子
４４に駆動電力が供給され、小型振動子４４の振動素子
４６によってねじり超音波信号が発生する。このねじり
振動がホーン４７に伝達され、この振動が２つの管状組
織Ｈ１，Ｈ２を突き合わせた部分に超音波振動による摩
擦熱を発生させる。これにより、２つの管状組織Ｈ１，
Ｈ２を突き合わせた部分が凝固・溶着されて２つの管状
組織Ｈ１，Ｈ２間が吻合される。
【００４１】そこで、本実施の形態によれば、超音波組
織溶着装置１の使用時には締め付け器４８の円弧状圧着
部５２，５３と、小型振動子４４の円柱状のホーン４７
の外周部との間で挟持させて把持されている２つの管状
組織Ｈ１，Ｈ２を突き合わせた部分にねじり振動エネル
ギーを与えることにより、生体組織の内部で自己発熱を
起こさせ、各管状組織Ｈ１，Ｈ２を突き合わせた部分同
士を溶着させることができる。このとき、各管状組織Ｈ
１，Ｈ２を突き合わせた部分に対して縦方向の超音波振
動が印加されないため、各管状組織Ｈ１，Ｈ２を突き合
わせた部分はキャビテーションによる破壊が発生せず、
凝固・溶着の作用のみを生体組織に与えることができ
る。そのため、血管や腸管などの組織を短時間で、且つ
確実に吻合することができ、吻合部分に糸やステープラ
などの異物を残さずに組織同士を溶着することができ
る。
【００４２】さらに、本実施の形態によれば、特に、２
つの管状組織Ｈ１，Ｈ２を突き合わせた部分を確実に固
定しながら１度の操作で凝固・溶着することができるの
で、吻合作業の時間を短縮することが出来る。
【００４３】また、図７は第３の実施の形態の超音波組
織溶着装置４１の変形例を示すものである。本変形例で
は小型振動子４４の円柱状のホーン４７の外周面上に円
周溝部６１が形成されている。さらに、締め付け器４８
における円弧状圧着部５２，５３の内周面側の押圧面に
は、小型振動子４４のホーン４７の円周溝部６１と対応
する形状のリング状の凸部６２が設けられている。そし
て、締め付け器４８により、２つの管状組織Ｈ１，Ｈ２
の端縁部を突き合わせた部分が挟み込まれると、圧着部
５２，５３の凸部６２が小型振動子４４のホーン４７上
の円周溝部６１に挟まれる状態で係合する。
【００４４】そのため、本変形例では、小型振動子４４
のホーン４７の外周面が平滑な場合と比べて小型振動子
４４のホーン４７の面積を増大することが出来るので、
血管や腸管などの２つの管状組織Ｈ１，Ｈ２の端縁部を
突き合わせた部分を広い面積で凝固・溶着させることが
できる。
【００４５】なお、本発明は、上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変形実施できることは勿論である。次に、本出願の他
の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
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（付記項１）  ねじり振動を発生する超音波振動子と、
前記超音波振動子に接続され、該超音波振動子で発生す
るねじり振動を伝達する振動伝達部材と、この超音波振
動伝達部材の先端面に対して相対的に開閉動作するジョ
ーとからなる超音波組織溶着装置。
【００４６】（付記項２）  ねじり振動を発生する超音
波振動子と、前記超音波振動子に接続され、該超音波振
動子で発生するねじり振動を伝達する振動伝達部材と、
前記振動伝達部材の先端部に設けられ、伝達される振動
エネルギーによって処置対象組織を処置する第１の把持
部と、第１の把持部に対峙して回動自在であり、第１の
把持部との間で生体組織を把持する第２の把持部とを具
備する超音波組織溶着装置。
【００４７】（付記項３）  管状組織の内部に挿通され
る先端部に、超音波振動が伝達される円柱状振動部材を
設けると共に、この円柱状振動部材の円周面で凝固溶着
を行う超音波組織溶着装置において、超音波振動子はね
じり振動子である事を特徴とする超音波組織溶着装置。
【００４８】（産業上の利用分野）  本発明は、例え
ば、血管や腸管などの管状組織等を凝固・溶着して接合
する処置を行う超音波手術器具に関する。
【００４９】（付記項１～３の従来技術）  特開平１１
－１０４１４３号公報、特開２００１－７９０１４号公
報。近年、臓器移植手術の増加や心臓血管手術の発達に
伴い、組織を吻合する処置が多くなってきた。また、ロ
ボティック技術の医学への応用が進み、ロボティック処
置具で手術を行うようになってきた。
【００５０】従来より、血管や腸管などの生体組織を縫
合する場合には、通常次のような方法が使われている。
第１の方法は、針と糸を使用する方法で、これは糸を針
に装着して吻合したい生体組織の両側に針を通し、そこ
に糸をかけることで吻合したい組織面を引き合わせた
後、糸を縛り生体組織を吻合する。この方法は、外科医
の好みに合わせた吻合が可能で、一針づつ縫合するた
め、細かな生体組織の吻合が可能である。
【００５１】また、第２の方法としては、自動縫合器と
呼ばれる器具を用いて組織を吻合する方法であり、それ
ぞれの吻合したい生体組織に合わせたステープラを打ち
込んで縫合するものである。この方法は、吻合手技を容
易にするため、ロボティック処置にも応用可能である。
【００５２】（付記項１～３が解決しようとする課題）
  従来行われている針糸やステープラなどを使用する吻
合方法は、いづれもメリットはあるが、体内に異物を残
すため、特にステープラは術後、ＭＲＩ検査時にステー
プラ位置の正確な画像が得られないなどの支障がでると
いう問題がある。更に、糸やステープラなどの消耗品を
使用するので、費用がかかってしまう。
【００５３】この問題を解決するものとして、超音波や
レーザーなどのエネルギーを用いた吻合装置が提案され
ている。医療の分野におけるこの超音波エネルギーの応
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用としては、超音波メスがある。超音波エネルギーを利
用して把持した生体組織に切開及び凝固を行うことが出
来る。超音波振動の応用方法として、図８（Ａ）に示す
ように、縦振動を応用する方法がある。この場合、生体
組織に対して振動方向が縦方向なので、溶着に応用しよ
うとする場合、超音波振動しているプローブの先端部に
はキャビテーション現象が発生し、溶着しようとする組
織を貫通してしまう問題があった。
【００５４】一方、もう１つの超音波振動の応用方法と
して、図８（Ｂ）に示すように、横方向の振動を応用す
る方法がある。この方法によれば、キャビテーション現
象に影響されないため、組織溶着に有利であるが、振動
方向を変換する手段が必要であり、装置が大型化してし
まうという問題がある。
【００５５】（付記項１～３の目的）  本発明は、上記
の課題に着目してなされたもので、その目的は、体内に
異物を残さず、且つ安価に生体組織の吻合を行う事が出
来ると共に、小型の超音波組織溶着装置を提供する事に
ある。
【００５６】（付記項１の課題を解決するための手段）
  超音波振動子に接続され、該超音波振動子で発生する
振動を伝達する振動伝達部材と、この超音波振動伝達部
材の先端面に対して相対的に開閉動作するジョーとから
なる超音波組織溶着装置において、該超音波振動子をね
じり振動子とする事によって生体組織にねじり振動エネ
ルギーを与えて組織内部で自己発熱を起こさせる事で、
キャビテーションの影響を発生する事なく組織同士を溶
着させる。
【００５７】（付記項１～３の効果）  本発明によれ
ば、血管や腸管などの組織を短時間で、且つ確実に吻合
する事が出来ると共に、吻合部分に糸やステープラなど
の異物を残さずに組織同士を溶着する事が可能であるた
め、術後の状態を良好に維持出来る。
【００５８】
【発明の効果】請求項１の発明によれば、超音波振動子
から出力されるねじり振動の超音波振動を振動伝達部材
を介して先端部側に伝達し、ジョーを振動伝達部材の先
端面に対して相対的に開閉動作させることにより、生体
組織にねじり振動エネルギーを与えて生体組織の内部で
自己発熱を起こさせ、キャビテーションの影響を発生さ
せることなく生体組織同士を溶着させるようにしたの
で、血管や腸管などの組織を短時間で、且つ確実に吻合
することができ、吻合部分に糸やステープラなどの異物
を残さずに組織同士を溶着することにより、術後の状態
を良好に維持でき、且つ安価に生体組織の吻合を行うこ
とができる小型の超音波組織溶着装置を提供することが
できる。
【００５９】請求項２の発明によれば、振動伝達部材の
先端部の第１の把持部と第２の把持部との間で生体組織
を把持させた状態で、超音波振動子から出力されるねじ
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り振動の超音波振動を振動伝達部材を介して先端部側に
伝達することにより、生体組織にねじり振動エネルギー
を与えて生体組織の内部で自己発熱を起こさせ、キャビ
テーションの影響を発生させることなく生体組織同士を
溶着させることができる。
【００６０】請求項３の発明によれば、管状組織の内部
に挿通される挿通部の先端部の円柱状振動部材にねじり
振動子の超音波振動子からねじり振動の超音波振動を伝
達させ、この円柱状振動部材の円周面で凝固溶着を行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の超音波組織溶着
装置を示す概略構成図。
【図２】  本発明の第２の実施の形態の超音波組織溶着
装置を示す概略構成図。
【図３】  第２の実施の形態の超音波組織溶着装置にお
ける超音波プローブの第１及び第２の把持部の湾曲形状
部分を示す要部の斜視図。
【図４】  本発明の第３の実施の形態の超音波組織溶着*
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*装置を示す概略構成図。
【図５】  第３の実施の形態の超音波組織溶着装置にお
ける超音波プローブの使用状態を示す要部の概略構成
図。
【図６】  第３の実施の形態の超音波組織溶着装置と組
み合わせて使用される締め付け器の斜視図。
【図７】  第３の実施の形態の超音波組織溶着装置にお
ける超音波プローブの変形例を示す要部の概略構成図。
【図８】  （Ａ）は従来の超音波振動の縦振動を応用し
た超音波吻合装置の使用状態を示す要部の縦断面図、
（Ｂ）は従来の超音波振動の横振動を応用した超音波吻
合装置の使用状態を示す要部の縦断面図。
【符号の説明】
４Ａ    第１の把持部
４Ｂ    第２の把持部
６    超音波振動子
７    超音波プローブ（振動伝達部材）
９    ジョー

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】
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